
※当施設の新型コロナウイルス感染症発生に伴い「令和６年５月２３日開催予定の 運営推進

会議」は中止とさせて頂き、運営推進委員には会議資料を配布致しました。 

 

第７２回 ケアハウスえんれい草 
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利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２９名（内、男性１２名 女性１７名）※入院１名 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ８名  ４名 ２名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 １名 ７名  ６名 １名 ０名 ０名 

合計 ０名 １名 １５名 １０名 ３名 ０名 ０名 

・入居待機者：４名（男性０名、女性４名） 

事故並びに 

ヒヤリハット 

発生日時 事 故 内 容 

3/27 
4:10 

１階 女性入居者 ８９歳 要介護２ 
居室より「誰か助けて」と声が聞こえ入室すると、右足は靴を履きベッド柵につ
かまりベッド横にしゃがみこんでいる。本人は「ベッドからずり落ちた左側(肘、
後頭部、臀部)をぶつけた」と話す。身体確認行うも変色、裂傷等はない。血圧
116/60 脈 57 熱 36℃ 
７時の訪室時、左手親指付け根に 1.5 ㎝×4 ㎝くらいの内出血を確認する。 
〈今後の対応策〉 
起き上がりや動き出す時に不安があればコールを使用するよう伝える。 

4/7 
2:45 

１階 男性入居者 ８６歳 要介護１ 
杖の倒れるような音がして訪室すると、トイレ内で体を左下にして倒れている。 
本人より「転んだ」「お尻と背中が痛い」と話す。 
介助にて立ち上がり排泄、ベッドに戻る際、歩行不安定で両脇腹も痛いと話す。 
血圧 142/73脈 92 熱 36.6℃  
起床時ベッドに腰掛けとており背中の痛みあり湿布貼付、朝食は居室配膳するが
「食べたくない」と未摂取。 
９時１０分に訪室すると「体がこわい」「背中が痛い」と訴えある。管理者に連絡
しコロナ抗原検査の指示あり行うが陰性。 
１０時００分深川市立病院へ連絡し救急車にて搬送。レントゲン撮影行うも骨折
はわからず血液検査にて腎盂腎炎の診断にて入院となる。入院後も腰痛の痛み持
続し整形外科にて診察し第１１胸椎圧迫骨折の診断、コルセットで固定の指示と
なる。 
５月１日深川市立病院退院となる。 
〈今後の対応策〉 
杖は使用されていたがリハビリシューズの両踵をふんだ状態だった。今後はきち
んと踵を入れて履くように伝える。また職員も踵をふんでいないか気を付けて確
認する。 

4/17 
15:10 

２階 男性入居者 ９４歳 要介護３ 
集団機能訓練後、居室を訪室するとベッド足元付近の床に座り込んでいる所を発
見する。本人に確認すると「部屋へ戻りベッドに座るのに方向転換している時に
足がもつれて転んだ」と話す。介助にてベッドに座っていただく。痛みや変色も
なかった。 
〈今後の対応策〉 
両下肢の筋力低下があり、バランスを崩しやすくなっているので注視し、訪室を
多くする。 

4/21 
13:00 

２階 男性入居者 ９４歳 要介護３ 
機能訓練室に来られ、入居者の皆様に飴を配られていた。その最中にバランスを
崩し尻餅をついたところを発見する。介助にて立ち上がりそのままマッサージ器
を利用される。痛みの訴えなし。 
〈今後の対応策〉 
シルバーカーのブレーキをしっかり掛けるよう声掛けし職員も目配りを多くす
る。 

5/5 
8:00 

２階 女性入居者 ８１歳 要介護２ 
新型コロナ感染対策で居室配膳としており訪室すると、トイレ前で頭を居室ドア
側にして仰向けで倒れている所を発見する。本人より「起き上がれない」との訴
えがあり介助にてゆっくりと上半身を起こす。嘔気を訴え左後頭部に腫脹があ
る。 
血圧 147/79 脈 81 熱 38.3℃ 職員二人で支えベッドまでゆっくり移動し頭部 
クーリング施行、看護師にオンコール行う。コロナ抗原検査施行し陽性。自力で
は動けず深川市立病院へ救急搬送し入院となる。なお、頭部 CT 検査は異常なし。 
〈今後の対応策〉 
起床時、体調不良の訴えなく、本人も自覚がない状態で転倒した可能性あり、い
つもと調子が違うときはコールで職員を呼んでいただくように伝える。 



5/6 
17:30 

２階 女性入居者 ９６歳 要介護２ 
居室から音がしたため訪室、歩行器と一緒に倒れている所を発見する。介助にて
立ち上がってもらいベッドに座る。血圧 160/144 脈 89 熱 38.5℃頭部に腫脹、
痛みあり、本人のアセトアミノフェン２錠内服してもらう。※コロナウイルス陽
性者 
〈今後の対応策〉 
発熱中のため体調不良時はコールを押していただくよう声掛けする。 

5/6 
21:00 

２階 女性入居者 ９７歳 要介護１ 
巡回時トイレ前で左肩を下にして倒れている所を発見する。本人「どこも痛くな
い」「するするといった」「ドンとはいってない」と話す。発汗多量で更衣しても
らうも一人でできず更衣介助行う。血圧 153/93 脈 103 熱 36.8℃ 
※コロナウイルス陽性者。 
〈今後の対応策として〉 
体調不良時はコールを押していただくよう声掛けする。 

5/6 
21:00 

２階 女性入居者 ９５歳 要介護２ 
巡回時トイレ内にて便器と戸の間で転倒している所を発見する。血圧 102/73  
脈 75 熱 37.6℃ 痛い所を聞くが転倒とは全く関係ない所を訴える。介助にて
ベッドまで誘導する。 ※コロナウイルス陽性者 
〈今後の対応策〉 
発熱中のため体調不良時はコールを押していただくよう声掛けする。 

5/8 
4:00 

２階 女性入居者 ９５歳 女性 要介護２ 
音がして訪室。ベッドサイド床に長座位でリハビリパンツに片足を入れている所
を発見する。ベッドに敷いていたバスタオルとパジャマが汚れ、替えのバスタオ
ルを用意してある。本人より「尻もちをついた」と話し介助にて立ち上がる。臀
部、背中等変色なし。血圧 132/79 脈 78 熱 36.8℃ ※コロナウイルス陽性者 
〈今後の対応策〉 
バスタオルや衣類が汚れた時はコールで呼んでいただくよう声掛けする。 

5/15 
10:00 

1 階 女性入居者 ８８歳 要介護１ 
ゴミ集めのため訪室。ベッド頭側のボードにつかまり床に座り込んでいる所を発
見する。腰、背部等確認するが変色や痛みの訴えなし。※コロナウイルス陽性者。 
〈今後の対応策として〉 
こまめな巡回、声掛けを今後も継続して行う。 

コロナウイルス感染
について 

５月４日、入居者１名の発熱がありコロナ抗原検査を施行し陽性。前日発熱していた他の入居

者(前日のコロナ抗原検査は陰性)も陽性となったため、入居者全員のコロナ抗原検査実施。 

２階３名、１階２名の入居者が陽性となりました。 

これ以降、職員は防護服等を着用し感染対策を行いましたが、全部で入居者１６名(内１名は

入院)、介護職員５名の感染となりました。 

５月１３日以降、新たな感染者は出ていませんが５月２１日現在、入居者６名・介護職員１名

の陽性者がおり感染対策を継続しております。 

利用者活動状況 ・４月２５日 ４月の誕生会 

次回会議開催予定 令和６年７月２５日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 １階食堂 

 


